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研究成果の概要（和文）： 
 
本研究は、これまで総合的に取り上げられてこなかった旧ソ連中央アジア地域の国際関

係に着目した。地理的には、旧ソ連中央アジア地域に焦点をあて、この地域の各国が独立
後に地域外の国々とどのような関係を構築してきたかを分析した。そして、中央アジア内
における諸国間関係を取り上げ、その特徴や各国の外交政策の方向性、外交政策と国内政
治のつながりなどを検討したものである。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
 This study has focused on the formation of the International Relations in Central 
Asia. It has done so through two facets. Firstly, it analyzed relations of Central Asian 
states after the collapse of the Soviet Union with their larger neighbors like Russia and 
China as well as countries which served as major donors for the region such as Japan. 
Secondly, this study focused on relations between Central Asian states and emphasized 
raising tensions in water and territorial dispute resolution.  

This study, develops the message that the artificially introduced administrative 
borders during the Soviet era and later subject to the processes of re-delimitation after 
1991, whether for security, administrative, mutual distrust or for the population’s 
ethnic attachment reasons have become results and means of political manipulation 
and pressure on each other, further pushing regional states to follow mutually 
exclusive policies with respect to regional cooperation.  
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１．研究開始当初の背景 
 
旧ソ連中央アジア諸国の国際関係や地域の

安定化と発展は、その多様性・歴史性から重

要な研究課題とされてきた。しかし、課題の

総合的な理解に有効な仕組みを指摘する研
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究は非常にまれであった。例えば、湯浅（2004
年）や岩下（2009 年）のような個別の問題

として中央アジア諸国の CIS や上海協力機

構への参加に関する叙述的な研究か、ドジャ

ラロフ（2004 年）の水問題に関する解説や

セングプタ（2002 年）の国境・領土問題に

関する研究があるが、そこでは中央アジア諸

国間の関係については部分的に言及されて

いるに過ぎない。これに対して、本研究は、

①独立から現在までの転換期について、中央

アジア諸国が国際社会とどのように接して

きたのか、その戦略はいかなるものだったの

かを論じた上で、②中央アジアと国際社会の

関係について、中央アジアには様々な国際機

構や枠組みが存在するが、これらの実態や相

互関連性、中央アジア諸国の見解を明らかに

し、③中央アジアにおける地域統合がこれま

で論題となってきたものの、その過程が現在

どのような段階にあるのか、地域統合が中央

アジア各国から支持されているにもかかわ

らず進展しないのはなぜかを分析し、④中央

アジア諸国の関係における水問題、領土問題、

天然資源を位置づけ、分析を進めた。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は中央アジア地域における国際関係

を主に二つの切り口から検討した。第一に、

中央アジア諸国間の関係を中心課題として

念頭に置きながら、中央アジア諸国と周辺諸

国の関係に着目し、その歴史や特徴、現状を

把握した上で将来性に言及した。諸国間関係

にかかる中心的問題認識の一環として、まず、

中央アジアに歴史的に影響力を持ってきた

ロシア、近年この地域における影響力を拡大

しつつある中国、そして中央アジア諸国との

関係を構築しつつある日本との関係を取り

上げた。そして中央アジア諸国間の関係に言

及し、水・領土問題の分析を進めた。 
 
３．研究の方法 
 
具体的には次の点を考察してきた。 

 
１）中央アジア諸国は旧ソ連圏においてどの

ような関係を構築しているのか 
 
ロシアと中央アジア諸国の国家間関係の展

開において、本研究は中央アジア諸国のロシ

アとの二国間レベルでの関係を取り上げ、各

国のロシアに対する姿勢に一貫性はあるの

か、ないとすればそれはなぜなのかを考察す

る。それを通して、中央アジア諸国が一体化

しておらず、各国が外交政策においてロシア

に対し異なる政策を実施している動機など

を分析した。 
 
２）中央アジア諸国と中国の関係における上

海協力機構（SCO）の存在はいかなるものか 
 
３）日本・中央アジア関係の現状と展望はい

かなるものか。また、改善が必要な分野は何

か 
 
ソ連の崩壊以降、日本の地位は ODA や様々

な支援を通して強化されてきた。これらは中

央アジアにおける日本の重要性を確立した

と言っても過言ではない。しかし同時に、日

本と中央アジア諸国の関係がもつ潜在的可

能性が現状では日本にとっても中央アジア

にとっても十分に活かされていないという

意見がある。多くの場合、日本による支援が

中央アジアと日本の国民の期待に十分に応

えているとはいえないのが現状である。 
 本研究はそのような問題を取り上げ、日本

の中央アジア地域における参加効率（プレゼ

ンスの拡大）をどのようにすれば向上させる

ことができるかを検討する。日本は中央アジ

ア諸国にとって最大の支援国であり、これら

の課題における日本への期待は大きい。それ

に応えるためには、ODA を対象国と日本両

国の国益に沿った形でより効果的に使用す

ることが重要である。その過程では、少なく

とも以下の２点が鍵となる。本研究は、第一

に、日本の中央アジア地域における ODA 政

策とその効果に言及し、これまでの ODA 中



心の中央アジアへの関与の効果を述べ、その

効果をさらに強化し得る部分に注目する。そ

して、日本の ODA 支援を、地域全体を巻き

込み、国家間関係を強化するような新しいフ

ロンティアへと位置づけることを検討する。

第二に、2004 年 8 月末の川口外相による中

央アジア訪問の際に発表された「中央アジア

プラス日本」というフォーラムの効果とそれ

に関する複数の課題について言及する。 
 
また、本研究はもう一つの問題認識として、

中央アジア諸国の相互関係構築の現状と、そ

こに横たわる課題を追及する。特に注目する

のは、域内協力の強化と促進、水問題、そし

て国境の制定および管理である。そのため、

この部分では、以下の問いへの答えを探った。 
 
４）国家間の相互不信が存在する中で域内協

力の促進は可能か 
 
中央アジアの国々は協力の重要性を宣言す

るものの、それを十分に共有し実現するため

の具体的努力が不十分な場合が多い。その結

果、各国が諸課題を多国間の協力を通してで

はなく、一方的な手段で解決しようとする事

例が多くみられる。そのような措置は安全保

障、経済再建、地域内協力における課題の解

決策になるとはいえず、むしろ国家間関係を

悪化させる。本研究はそのような相互不信の

根本的な理由ときっかけを追及する。特に、

これまでの中央アジア諸国の独立後の歴史

において「トルキスタンー我が家」、中央ア

ジア連合、中央アジア協力機構、中央アジア

協力フォーラムといった様々なイニシアテ

ィブが存在したにも拘わらず、いずれも失敗

している理由を検討する。中でも、なぜ各国

のリーダーが「地域統合」という概念に支持

を表明しながら、その概念の定義に関して合

意に達することができないのかを問う。各国

のオフィシャルなディスコースにおいて「統

合」はどのような意味を持ち、その定義が各

国の独立後どのように変わってきたのを分

析した。 

 
５）水資源、土地と資源の分配・交換・使用

における課題は何か 
 
本研究の最後の問いとして、現在の中央アジ

アにおける水・土地・エネルギー資源分配に

おいて国家間の関係はいかなるものなのか、

資源の管理と分配は国家間でどのように行

われているのか、その欠点と利点はいかなる

ものなのか、更に、この地域において国家間

の水使用にどのような問題が存在しており、

これらの問題をどのようにして解決すべき

なのかを取り上げた。 
 

４．研究成果 

 

・本研究は、この地域の国際関係の仕組みが

これらの国が直面している問題解決に有効

であるとすれば、それはどのような側面にお

いてなのか、その中で各国政府と非国家アク

ターの役割はいかなるものかを明らかにす

ることを試みた。そうすることで、本研究は

これらの国が時代・状況・環境の変化に応じ

て各国が直面している問題を解決しつつ、相

互・国際社会と対等な関係構築のための具体

的かつ新たな手法を明らかにすることを目

指す。 

 

・本研究は、以上の問いを通して、この地域

における新国家の独立、新国家形成やこれら

の国の国際社会とのかかわりに関する貴重

な情報を提供する。類似の研究が未だ少ない

中、調査や（東京大学出版会との契約済の単

行本の）出版を通して、現地から直接情報を

提供する意義は大きい。この観点から、本研

究は日本および中央アジア地域における中

央アジア研究のさらなる深化に寄与するも

のであると考えられる。 
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